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1．はじめに
日本人の日常生活の会話を観察してみると、驚くほど多くの人が「ちょっと」という言葉
を使って会話している場面が見られる。「ちょっと」は本来、時間、物事の量や程度がわず
かであるさまを表わす語である。だが、現在では本来の意味から派生して、「かなり」とい
う意味をもったり、「呼びかけ」や「間つなぎ」のような使われ方をしたりと、多様な機能
をもつ言葉になってきている。例えば「こんな機会はちょっとないから、頑張ってください」
「課長はちょっと出ております」「ちょっと一杯、いかがですか」「ちょっと映画を見に行か
ない」のような異なる場面で使われているものがある。しかも、その多様な意味や使われ方
に関して、日本語母語話者自身があまり気にとめずに会話を進めているようである。このた
め、本来の意味しか勉強してこなかった中国人日本語学習者（以下、学習者）にとっては、
その多様な意味や使用法は不可解な所が多く、十分な説明が得られないために、適切に使用
することができないという問題が続いている。
本研究は、この問題を解決するために、「ちょっと」がどのように使用されているかを実
際の会話を用いて分析し、その多機能な用法を整理して中国人日本語学習者の日本語教育に
資することを目指している。そこで本稿では、まず先行研究を調査して、これまで「ちょっ
と」の機能について明らかになっていることを整理する。次に「ちょっと」が実際の談話の
中でどのように使われているかを、国立国語研究所の「日本語日常会話コーパスモニター版」
のデータを用いて分析する。分析に際しては、先行研究で主張されている機能を整理した分
類方法を用いて進めるが、分類に適応しない例を洗い出し吟味することにより、分類方法の
再定義に必要な分類項目は何かについて考察する。
2．先行研究
ここ数十年、多くの研究者が「ちょっと」という言葉についての考察を行っている。文型
の特徴を述べた中道(1991)、要求行為における「ちょっと～」の機能に関して考察した周
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中道は副詞「ちょっと」には、量副詞と程度副詞の「物理的量の少なさ」、「程度が低いこ
と」という命題内容に情報を付加する用法があり、それから「曖昧にする」、「言い差し」な
どという命題内的意味が希薄になる用法まで広がったものとしている。しかし、「ちょっと」
の「量の少なさと程度の低さ」の機能からその派生的意味に関して言及しているものの、「ち
ょっと」の配慮的機能については言及していない。
[2]岡本・斉藤の考察
岡本・斉藤（2004）はコミュニケーション機能に焦点を当て、「ちょっと」の使い方を整
理した。日本語学習者にどのように提示すれば効率的な指導ができるのかを考察し、以下の
6つに分類している。
(1) 依頼や、希求、指示行為の負担をやわらげる 
　例7：「ちょっと手伝ってくれませんか。」
(2) 否定的内容の前置き 
　例8：「この問題は、君にはちょっと難しいかもしれない。」
(3) 断りを受けやすくする
　例9：「日曜日は一緒に映画を見に行かない」
「日曜日はちょっと……。」
(4) 呼びかけ 
　例10：「ちょっと、（すみません）いいですか。」
(5) とがめ 
　例11：「ちょっと、あなた、何していたか。」
(6) 間つなぎ 
　例12：「あの、その、ちょっと、なんて言ったらいいのか」
岡本・斉藤は例7「ちょっと～てくれませんか」の説明で依頼や、希求、指示行為の負担
をやわらげるとしたが、中道の研究ではこれは述べられていない。また、(2)「否定的内容の
前置き」と(5)「とがめ」も中道は触れていない。相手の質問に対して「ちょっと…」で回答
する場合、中道ではB3「伝達態度をあいまいにする用法」にしていたが、岡本・斉藤では
直接に断りの言葉を使わず、「ちょっと」を用いて聞き手に(3)「断りを受けやすくする」機
能に分類した。以上6つの機能を支えているのは、「ちょっと」の意味根幹である「少し」を
用いることによって、文内容を軽減し、婉曲的な表現にすりかえられる働きがあることであ
ると岡本・斉藤は指摘している。さらに、本来の意味である「物理的な量の少なさ」、「程度
の低いこと」から、「程度が高いこと」が派生して、聞き手への気配りを見せながら、同時
（1994）や、コミュニケーション上の特徴について触れた岡本・斉藤（2004）、配慮表現から
見た「ちょっと」の機能彭（2005）、語彙論的な視点で「ちょっと」の意味構造を見る藤原
（2005）などの考察がある。その他にも、自然談話のデータを基にした「ちょっと」の習得
について秋田（2005）、文法的な視点から「ちょっと」と中国語の「有点」の対照研究を行
った謝（2007）の研究がある。これらの考察を概観してみると、作例による「ちょっと」の
分析や限定した場面での分析や、一文の中で「ちょっと」の機能について触れられているも
のが多い。そのため、実際の談話場面から見る「ちょっと」の機能分類が必要になるのでは
ないかと考えられる。
本研究では機能的観点から考察する。ここで本研究と関連の深い文献を３点とりあげる。
以下、「ちょっと」の機能・用法に注目する中道(1991) 、岡本・斉藤（2004）、彭（2005）の
研究を説明する。
[1]中道の考察
中道(1991)は「ちょっと」の用法を「命題内容に情報を付加する用法」、および「数量・程
度に関する命題内的意味を含んではいても、それは次第に希薄になり、逆に、なんらかの判
断態度、伝達態度を示すことが主な機能となってくる」という2つの観点で大きく分類し、
さらに以下のように下位分類している。
A  命題内容に情報を付加する用法
　1.数量が少ないことを表す用法
　　例1：「もうビスケットの残りはちょっとだ。」
　2.程度が低いことを表す用法
　　例2：「今日は昨日よりちょっと涼しいようですね。」
B  命題内的意味を含んではいても、それが次第に希薄になるもの
　1.程度が高いことを表す用法
　　例3：「これでも昔はちょっと知られたプレイボーイだったんだぞ。」
　2.呼び掛け等として用いる用法
　　例4：「君、ちょっと」「はい、何でしょう」
　3.伝達態度をあいまいにする用法
　　例5：「今日はちょっと寄るところがあるもので、ここで失礼します。
「顔色が悪いけど、どうかしましたか」「ええ、ちょっと」
　4.間つなぎの用法
　　例6： 「これはまあ、ちょっと、なんというか、むずかしい問題でして、お答えもし
にくいわけなんですよ。」
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中道は副詞「ちょっと」には、量副詞と程度副詞の「物理的量の少なさ」、「程度が低いこ
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理した。日本語学習者にどのように提示すれば効率的な指導ができるのかを考察し、以下の
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する場合、中道ではB3「伝達態度をあいまいにする用法」にしていたが、岡本・斉藤では
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用いることによって、文内容を軽減し、婉曲的な表現にすりかえられる働きがあることであ
ると岡本・斉藤は指摘している。さらに、本来の意味である「物理的な量の少なさ」、「程度
の低いこと」から、「程度が高いこと」が派生して、聞き手への気配りを見せながら、同時
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見た「ちょっと」の機能彭（2005）、語彙論的な視点で「ちょっと」の意味構造を見る藤原
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は教科書のように同じパターンが出てくるわけではなく、「ちょっと」は様々な場面で使わ
れ、共起する言葉も多様である。実際に使われている会話場面を分析し、「ちょっと」の多
機能性について考えていく必要がある。
３．本研究で扱う「ちょっと」の分類方法
前節でみたように、「ちょっと」にはかなりの数の先行研究があるものの、整理の視点や
方法が異なるため、現時点では学習者の理解に必要な説明が十分なされているとは言い難い。
「ちょっと」の分類を考えるうえで、もともとの副詞の意味から出発し、そこから拡張する
意味・機能を考えていく必要があるだろう。
「ちょっと」は元の程度副詞から、「呼びかけ」「間つなぎ」などの機能まで派生している
ことが前節の先行研究でも示されていた。畠(1991)は副詞にはおおよそ次の3つの機能が認め
られると述べている。①動作·状態の様子を詳しく説明する機能、 ②話し手の気持ち·態度を
述べる機能、 ③次に述べたてる内容を何らかの形で示唆する誘導の機能であるが、このよう
な副詞の機能を認めるにあたって重要なことは、その副詞がこれら3つの機能を兼ね備えて
いるということである。たとえ同じ副詞であっても、文脈によって、潜在的に持っている①
②③の機能のうち、どれが強く発揮されるかが決まってくることであると指摘した。「ちょ
っと」は副詞の１つとして、この３つの機能を兼ね備えている。
ここでは、2で提示した先行研究を踏まえつつ、より包括的なアプローチをしていると考
えられる畠（1991）の説を参考に、「ちょっと」の機能を以下a-hのように再整理をしてみ
た。
①動作·状態の様子を説明する機能
a数量が少ないことを表す
述語、連体修飾、連用修飾として用いる。連用修飾として使われる時は動作動詞と共起す
ることが多い。
例20：秋休みまであとちょっとだ。（述語）
例21：ちょっとの差でバスに乗り遅れた。（連体修飾）
例22：お塩をちょっと入れると美味しくなる。（連用修飾）
b1　程度が低いことを表す
程度副詞としての意味を持ち、 非動作動詞や形容詞と共起する場合が多い。
例23：今日は昨日よりちょっと涼しい。
に話し手の責任を回避する役割があると主張している。
[3]彭の考察
彭（2005）は「ちょっと」を、物理的に数量や程度が少ないことを表す「単純的修飾」
と、場面に応じて文を弱めたり強めたりする「場面的添加」という2種類に分類した。「単純
的修飾」は量や程度の低さという従来の用法のみの説明で中道の考察Aでも出てきたため、
ここでは扱わない。「場面的添加」とは、相手や場面に応じて、必要とする表現（語句）を
添加することによって、「緩和」の機能を果たすものだとする。「場面的添加」は以下の７つ
に細分化される。
(1) 話者の適応力 
　例13：「私は中国語をちょっと話せますが、……」
(2) 話者の行為 
　例14：「ちょっと買い物に行ってきますので、よろしくお願いします。」
(3) 話者の判断 
　例15：「あそこにはちょっとなさそうだぞ。」
(4) 話者の評価 
　例16：「あの人はちょっと。」、「ちょっとニュアンスが（違う）ね。」
(5) 勧誘 
　例17：「ちょっとお茶でも飲みませんか。」
(6) 依頼希求 
　例18：「すみませんが、ちょっと消しゴムを貸していただけませんか。」
(7) 注意喚起 
　例19：「ちょっと、冗談じゃない。」
彭の分類では、この（1）～（7）の場面で「ちょっと」が付加されるといった分類法であ
り、「ちょっと」が添加されることによって、緩和の機能を果たすという。中道にはなく、
岡本・斉藤では(5)「とがめ」になっている例は、ここでは「注意喚起」となっている。彭は、
「ちょっと」の意味は本来の程度修飾「少し」の意味から離脱しているが、場合によって
「少し」の意味も残っていると述べている。また、補足説明で「ちょっと」の機能において、
「和らげ」（否定を和らげる役割）と、「暗示的な強め」（否定を暗示的に強める役割）の存在
を主張している。
以上の分類を眺めると、それぞれに視点が違うために整理するのが難しいことがわかる。
例を比較すると、相互に不足な点や他にない指摘がなされている面もある。どのように整理
すれば学習者の理解を高め、適切な使用に導くことができるのだろうか。実際の会話場面で
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例23：今日は昨日よりちょっと涼しい。
に話し手の責任を回避する役割があると主張している。
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ここでは扱わない。「場面的添加」とは、相手や場面に応じて、必要とする表現（語句）を
添加することによって、「緩和」の機能を果たすものだとする。「場面的添加」は以下の７つ
に細分化される。
(1) 話者の適応力 
　例13：「私は中国語をちょっと話せますが、……」
(2) 話者の行為 
　例14：「ちょっと買い物に行ってきますので、よろしくお願いします。」
(3) 話者の判断 
　例15：「あそこにはちょっとなさそうだぞ。」
(4) 話者の評価 
　例16：「あの人はちょっと。」、「ちょっとニュアンスが（違う）ね。」
(5) 勧誘 
　例17：「ちょっとお茶でも飲みませんか。」
(6) 依頼希求 
　例18：「すみませんが、ちょっと消しゴムを貸していただけませんか。」
(7) 注意喚起 
　例19：「ちょっと、冗談じゃない。」
彭の分類では、この（1）～（7）の場面で「ちょっと」が付加されるといった分類法であ
り、「ちょっと」が添加されることによって、緩和の機能を果たすという。中道にはなく、
岡本・斉藤では(5)「とがめ」になっている例は、ここでは「注意喚起」となっている。彭は、
「ちょっと」の意味は本来の程度修飾「少し」の意味から離脱しているが、場合によって
「少し」の意味も残っていると述べている。また、補足説明で「ちょっと」の機能において、
「和らげ」（否定を和らげる役割）と、「暗示的な強め」（否定を暗示的に強める役割）の存在
を主張している。
以上の分類を眺めると、それぞれに視点が違うために整理するのが難しいことがわかる。
例を比較すると、相互に不足な点や他にない指摘がなされている面もある。どのように整理
すれば学習者の理解を高め、適切な使用に導くことができるのだろうか。実際の会話場面で
談話場面における「ちょっと」の多機能性
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また、このデータベースを用い、データ分析を行っていく過程で、3で提示した新たな分類
方法で分類が難しいものや新たに分類が必要なものなどが出てきた場合は、上記の分類方法
に修正を加えて新たな修正案を考える。『日本語日常会話コーパス』は、国立国語研究所が
話者や場面などを考慮してさまざまなタイプの会話200時間を収録した、日本語母語話者同
士の日常会話のデータベースである。『日本語日常会話コーパスモニター公開版』とは、
2018年12月にモニター版として公開された約50時間分の会話で、126会話の映像・音声デー
タと、それを文字化した会話の資料である。協力者は20代-70代の20人で、彼らを中心に、
さまざまな場面・人との会話が収録されており、延べ話者数は392人である。調査者は立ち
会わず、生活の中で生じる会話を会話者自身に収録してもらうため、日常会話がより自然な
形で記録されているという特徴を持っている。これを利用することにより、「ちょっと」が
実際の日常会話でどのように使用されているのかを把握できると考えた。
4.2研究方法
分析には日本語日常会話コーパスで用いられる全文検索システム『ひまわり』を使用す
る。全文検索システム『ひまわり』とは、指定された文字列を網羅的に検索し、前後文脈付
きで結果を表示するコンコーダンサである。検索文字列のところで全文検索を選択して「ち
ょっと」を入力すると、「ちょっと」が使われている会話が一覧索引のように概観でき、総
数が自動的に表示される。
本稿では、話者情報と会話IDなどの必要項目を選択し、Excelに抽出した。総計126件の
会話の中で121件の会話に「ちょっと」が使用されている。データには「会議会合」と「雑
談」と「用談相談」の３つの会話形式があるが、その中で「ちょっと」の出現件数は「雑
談」が最も多く、87件である。今回は雑談だけを分析対象とした。この抽出作業は、正確性
を確保するために3回行ったが、3回とも同じ結果であった。分析する際には、実際の会話と
国立国語研究所が作った転記テキストを照らし合わせて行った。また、実際の会話と転記テ
キストは表記上の差が生じるため、「ちょっと」の出現数を会話別に『ひまわり』と合わせ
て何回もフィルターかけて確認した。
5．調査結果
日本語日常会話コーパスの「雑談」場面では大きく「サービス場面関係」「家族」「先生-
生徒」「同僚」「友人/知人」という5つの関係性でデータが分けられている。87件の「雑談」
会話は長さにばらつきがあり、5分から51分のものがあった。合計35時間30分の「雑談」会
話のデータの中で、「ちょっと」は1,357回現れる。『日本語日常会話コーパス公開版』のデ
ータを順番に3節の分類方法でみていくと、以下のようになる。例文はデータからとったも
ので、この分類法で分類が難しいもの、文脈を考慮しても分類が難しいものには「？」が付
b2　程度が高いことを表す
事実に意外性があることが多く、「ちょっと」の後ろにプラスの語がつく場合が多い。
例24：あの人は昔ちょっと知られた作家だった。
②話し手の気持ち·態度を述べる機能　
ｃ　話し手の気持ち·態度をソフトに述べる
他人への評価、自分の意見と判断を表す。推量表現と合わせて、後続にマイナスの語が出
てくる場合が多い。
例25：この問題は、君にはちょっと難しいかもしれません。
③次に述べる内容を何らかの形で示唆する誘導の機能
d　聞き手に何かを依頼する　
「～てください」「～てほしい」などのような後続の表現がつく。
例26：ちょっとこちらへ来てもらえますか。
e　呼びかけ　
単独で使われるか「すみません」などのような後続の表現がつく。
例27：ちょっとすみません、いいですか。
f　とがめ　
相手の不用意な態度や発言に対して非難する場合が多い。
例28：ちょっと、何言ってんのよ。
g　間つなぎ　
「あの」「なんか」「なんていうか」のような言葉が前後についたり、話しの途中でとまっ
たりするポーズがあることが多い。
例29：なんか、ちょっと、なんて言ったらいいですかね。
④その他
h　その他（「ちょっとした」などの固定した言葉）
4．データと研究方法
4.1データについて
本稿は日本語日常会話コーパスモニター公開版の会話データを用いて分析を行っている。
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また、このデータベースを用い、データ分析を行っていく過程で、3で提示した新たな分類
方法で分類が難しいものや新たに分類が必要なものなどが出てきた場合は、上記の分類方法
に修正を加えて新たな修正案を考える。『日本語日常会話コーパス』は、国立国語研究所が
話者や場面などを考慮してさまざまなタイプの会話200時間を収録した、日本語母語話者同
士の日常会話のデータベースである。『日本語日常会話コーパスモニター公開版』とは、
2018年12月にモニター版として公開された約50時間分の会話で、126会話の映像・音声デー
タと、それを文字化した会話の資料である。協力者は20代-70代の20人で、彼らを中心に、
さまざまな場面・人との会話が収録されており、延べ話者数は392人である。調査者は立ち
会わず、生活の中で生じる会話を会話者自身に収録してもらうため、日常会話がより自然な
形で記録されているという特徴を持っている。これを利用することにより、「ちょっと」が
実際の日常会話でどのように使用されているのかを把握できると考えた。
4.2研究方法
分析には日本語日常会話コーパスで用いられる全文検索システム『ひまわり』を使用す
る。全文検索システム『ひまわり』とは、指定された文字列を網羅的に検索し、前後文脈付
きで結果を表示するコンコーダンサである。検索文字列のところで全文検索を選択して「ち
ょっと」を入力すると、「ちょっと」が使われている会話が一覧索引のように概観でき、総
数が自動的に表示される。
本稿では、話者情報と会話IDなどの必要項目を選択し、Excelに抽出した。総計126件の
会話の中で121件の会話に「ちょっと」が使用されている。データには「会議会合」と「雑
談」と「用談相談」の３つの会話形式があるが、その中で「ちょっと」の出現件数は「雑
談」が最も多く、87件である。今回は雑談だけを分析対象とした。この抽出作業は、正確性
を確保するために3回行ったが、3回とも同じ結果であった。分析する際には、実際の会話と
国立国語研究所が作った転記テキストを照らし合わせて行った。また、実際の会話と転記テ
キストは表記上の差が生じるため、「ちょっと」の出現数を会話別に『ひまわり』と合わせ
て何回もフィルターかけて確認した。
5．調査結果
日本語日常会話コーパスの「雑談」場面では大きく「サービス場面関係」「家族」「先生-
生徒」「同僚」「友人/知人」という5つの関係性でデータが分けられている。87件の「雑談」
会話は長さにばらつきがあり、5分から51分のものがあった。合計35時間30分の「雑談」会
話のデータの中で、「ちょっと」は1,357回現れる。『日本語日常会話コーパス公開版』のデ
ータを順番に3節の分類方法でみていくと、以下のようになる。例文はデータからとったも
ので、この分類法で分類が難しいもの、文脈を考慮しても分類が難しいものには「？」が付
b2　程度が高いことを表す
事実に意外性があることが多く、「ちょっと」の後ろにプラスの語がつく場合が多い。
例24：あの人は昔ちょっと知られた作家だった。
②話し手の気持ち·態度を述べる機能　
ｃ　話し手の気持ち·態度をソフトに述べる
他人への評価、自分の意見と判断を表す。推量表現と合わせて、後続にマイナスの語が出
てくる場合が多い。
例25：この問題は、君にはちょっと難しいかもしれません。
③次に述べる内容を何らかの形で示唆する誘導の機能
d　聞き手に何かを依頼する　
「～てください」「～てほしい」などのような後続の表現がつく。
例26：ちょっとこちらへ来てもらえますか。
e　呼びかけ　
単独で使われるか「すみません」などのような後続の表現がつく。
例27：ちょっとすみません、いいですか。
f　とがめ　
相手の不用意な態度や発言に対して非難する場合が多い。
例28：ちょっと、何言ってんのよ。
g　間つなぎ　
「あの」「なんか」「なんていうか」のような言葉が前後についたり、話しの途中でとまっ
たりするポーズがあることが多い。
例29：なんか、ちょっと、なんて言ったらいいですかね。
④その他
h　その他（「ちょっとした」などの固定した言葉）
4．データと研究方法
4.1データについて
本稿は日本語日常会話コーパスモニター公開版の会話データを用いて分析を行っている。
談話場面における「ちょっと」の多機能性
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例31では他の人と比べ、関本は自分の高校の人数が少ないということを言っている。「ちょ
っと」の後ろに「しか」という限定語をつける形で、数量が少ないことを表している。
b-1程度が低いことを表す機能
例32.[C001_007]  家族三人は実家で食事しているときに録画カメラの位置について発話し
ている。
IC05_由紀:このカメラほんとはもうちょっとこっちなんじゃないの?。
IC05_由紀:別にいいけど。
IC03_玲子:真ん中でいいんだよ。
例33.[T006_004]  先生二人と学生三人が飲食店で、雑談している。
IC04_関本:そう言や 最近 うちの娘が(0.305)なんか知らんが。
IC01_尾形:うん。
IC04_関本:一日 朝昼晩と 養命酒を(L 飲んでいると(W ユ|ゆう))。（中略）
IC04_関本:昼は昼でなんかさ: (F あの)(0.33)(W (D ショ)|醤油) 醤油:差しみたいなね。
IC03_青木:はい。
IC01_尾形:(L)
IC02_富永:(L)
IC04_関本:(U あれより) ちょっとおっきいやつ入れて。
IC02_富永:ちっちゃい(L の)。
例32では母がカメラの位置が違うと気づいた時に、娘にカメラの位置を少し調整するかと
助言している。程度が低い小範囲内の移動は必要かどうかということを「ちょっと」で表し
ている。例33では、関本は自分の娘の最近の行動について話している。容器の大きさを比較
し、「ちょっと」を用いることで、娘が養命酒を醤油差しより少し大きい容器に入れる様子
を描写している。
b-2程度が高いことを表す機能
例34.[K001_003b]  喫茶店での友人三人が逆上がりの話をしている。
IC03_佐久:逆上がりなるものをやってみた。
IC01_萌:え。
IC01_萌:あたしできるよ:。
IC02_玲奈:すごい(D イ)ね。
IC03_佐久:え。
してある。なお、［T015_008a］などの番号は、国立国語研究所の『日本語日常会話コーパ
ス公開版』につけられた会話番号である。文字の表示はそのままとし、記号類 は論文末の
［注］で詳しく説明した。例文には人の名前が付いているものと付いてないものがあるが、
それは国立国語研究所の表示に従う。例文につけられた下線は筆者による。
a　数量が少ないことを説明する機能
例30. [S001_015]  家族四人が実家で食事している間に交わされた料理の談話である。
IC02:どう?。
IC02:(T (X ＃＃＃＃＃＃＃＃＃))。
IC04:もう すごく すごいおいしい。
IC02:おいしいよね。
IC01:おいしい。
IC02:うん。
IC01:うん。
IC04:うん。
IC02:(F (W ニャーノ|あの))ね。
IC01:塩味も(0.303)ちょうどいい。
IC04:うん。
IC02:うん。
IC04:ちょうどいい。
IC02:生クリームちょっと入れるとね(0.302)すごいよくなる。
IC04:うん。
IC03:すごいテクニック知ってんじゃんね。
IC04:(L)
例31.[T006_004]  先生二人と学生三人が飲食店で雑談している時に高校の人数について話
している。
IC04_関本:マンモス校か:。
IC03_青木:もう(D ニ)。
IC04_関本:僕ら 一学年 二百人ちょっとしかいなかったから。
IC03_青木:あー。
例30では父は自分の作った料理に少量の生クリームを入れることでおいしくなると言って
いる。ここの「ちょっと」は「入れる」を修飾し、数量の「少ない」ことを意味している。
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例31では他の人と比べ、関本は自分の高校の人数が少ないということを言っている。「ちょ
っと」の後ろに「しか」という限定語をつける形で、数量が少ないことを表している。
b-1程度が低いことを表す機能
例32.[C001_007]  家族三人は実家で食事しているときに録画カメラの位置について発話し
ている。
IC05_由紀:このカメラほんとはもうちょっとこっちなんじゃないの?。
IC05_由紀:別にいいけど。
IC03_玲子:真ん中でいいんだよ。
例33.[T006_004]  先生二人と学生三人が飲食店で、雑談している。
IC04_関本:そう言や 最近 うちの娘が(0.305)なんか知らんが。
IC01_尾形:うん。
IC04_関本:一日 朝昼晩と 養命酒を(L 飲んでいると(W ユ|ゆう))。（中略）
IC04_関本:昼は昼でなんかさ: (F あの)(0.33)(W (D ショ)|醤油) 醤油:差しみたいなね。
IC03_青木:はい。
IC01_尾形:(L)
IC02_富永:(L)
IC04_関本:(U あれより) ちょっとおっきいやつ入れて。
IC02_富永:ちっちゃい(L の)。
例32では母がカメラの位置が違うと気づいた時に、娘にカメラの位置を少し調整するかと
助言している。程度が低い小範囲内の移動は必要かどうかということを「ちょっと」で表し
ている。例33では、関本は自分の娘の最近の行動について話している。容器の大きさを比較
し、「ちょっと」を用いることで、娘が養命酒を醤油差しより少し大きい容器に入れる様子
を描写している。
b-2程度が高いことを表す機能
例34.[K001_003b]  喫茶店での友人三人が逆上がりの話をしている。
IC03_佐久:逆上がりなるものをやってみた。
IC01_萌:え。
IC01_萌:あたしできるよ:。
IC02_玲奈:すごい(D イ)ね。
IC03_佐久:え。
してある。なお、［T015_008a］などの番号は、国立国語研究所の『日本語日常会話コーパ
ス公開版』につけられた会話番号である。文字の表示はそのままとし、記号類 は論文末の
［注］で詳しく説明した。例文には人の名前が付いているものと付いてないものがあるが、
それは国立国語研究所の表示に従う。例文につけられた下線は筆者による。
a　数量が少ないことを説明する機能
例30. [S001_015]  家族四人が実家で食事している間に交わされた料理の談話である。
IC02:どう?。
IC02:(T (X ＃＃＃＃＃＃＃＃＃))。
IC04:もう すごく すごいおいしい。
IC02:おいしいよね。
IC01:おいしい。
IC02:うん。
IC01:うん。
IC04:うん。
IC02:(F (W ニャーノ|あの))ね。
IC01:塩味も(0.303)ちょうどいい。
IC04:うん。
IC02:うん。
IC04:ちょうどいい。
IC02:生クリームちょっと入れるとね(0.302)すごいよくなる。
IC04:うん。
IC03:すごいテクニック知ってんじゃんね。
IC04:(L)
例31.[T006_004]  先生二人と学生三人が飲食店で雑談している時に高校の人数について話
している。
IC04_関本:マンモス校か:。
IC03_青木:もう(D ニ)。
IC04_関本:僕ら 一学年 二百人ちょっとしかいなかったから。
IC03_青木:あー。
例30では父は自分の作った料理に少量の生クリームを入れることでおいしくなると言って
いる。ここの「ちょっと」は「入れる」を修飾し、数量の「少ない」ことを意味している。
談話場面における「ちょっと」の多機能性
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入ってきた時に(0.325)なんか酔っ払ってす%ごく(D ヘン) 偏屈: 偏屈なさ (X ＃＃)偏
屈って(0.247)ちょっと変わった(D ヘン)(0.338)(D イセ)いけ好かない(0.85)しゃべり方
を(D シ) (G まあ|ま)してたわけだよ。
例37. [C002_016]  飲食店で姉妹二人が夫のことについて話している。
IC02: うちの旦那さんは(0.29)認知症予防にコーヒーがいいって なんかテレビで見たのか:週
刊誌か知らないけど。
IC01:うーん。
IC01:うん うん。
IC02: もう それ以来 もう(0.524)一日三杯以上は飲むから ちょっとあんまり飲むのもよくな
いんじゃない? っつって。
IC01:そうだよね。
例36は同級生であり仲がよい友人の二人が理髪店で、お互いに知っている人のことを話し
ている。「へん」というマイナスの言葉がすでに出てきており、その人のしゃべり方がすご
く変わっているといった意味で、「ちょっと」を用いて他人へのマイナス評価をぼかしてい
る。例37は夫が毎日三杯以上のコーヒーを飲んでいることについて言っている。妻が夫に対
して注意をしている。意見の前に「ちょっと」をつけることで、強引にならないように聞こ
える。つまり、「ちょっと」を用い、自分の感情や意思表示を控えめに伝えている。これだ
け見ると、とがめにも見える発話である。しかし、「ちょっと」は「よくない」という評価
のことば、「～んじゃない」という断定を弱める表現を伴っていること、音声で聞くと「ち
ょっと」にプロミネンスがないことため、とがめと判断しなかった。
d　聞き手に何かを依頼する
例38.[C001_007]  実家で家族三人ごはんを食べながら雑談している。
IC03_玲子:なんかさ 牛乳飲み終わったらちょっと取っといてくれる。
IC03_玲子:パック。
IC05_由紀:うん。
IC05_由紀:(W ノ|お)父さん(U いつも)(0.762)洗って(0.692)(U あたし)。
IC03_玲子:洗って。
IC03_玲子:で:(0.895)(F あの)(0.248)何もひらかないで。
IC05_由紀:うん。
例39.[T004_005b]  自宅で妻が夫にお願いしているシーンである。
IC01_萌:え。
(中略)
IC03_佐久:でも(0.315)そう。
IC02_玲奈:うん。
IC01_萌:そう。
IC03_佐久:やりた(L かった)。
IC03_佐久:(L)
IC03_佐久: (W アリ|あれ)はちょっと悔しくて(0.139)何度もチャレンジして(1.589)(D マ)
(0.974)あのあたたたっ。
IC02_玲奈:すげえ。
例35.[K002_018]  飲食店で友人と食事している。
IC01_杉田: これちょっとあり得なくない?。@運ばれてきた料理にレタスの芯が丸々入っ
ていた
IC01_杉田:(L)
IC02_美鈴:(L)
IC03_はるか:(L)
IC04_三上:(L)
IC04_三上:そう。
IC04_三上:そうだね。
例34では、佐久は逆上がりができなかった悔しい思いを友人に話している。彼女の話しで
「何回もチャレンジする」「やりたい」の言葉が出ており、また、「すごい悔しかった」と言
ってあるため、ここでの「ちょっと」は「すごい」「とても」に相当し、程度が高い機能を
果たしていると言える。例35は飲食店で運ばれてきた料理にレタスの芯が丸々入っていたこ
とに対して、驚いた気持ちを言っている。客観的事実に対して自分の意外性を表す。「あり
えない」などの言葉が後ろにつき、「ちょっと」は程度が高いという機能が働いている。
c　話し手の気持ち·態度をソフトに述べる機能
例36.[T015_008a]　友人が理髪店で、第３者を話題にしている。
IC02：最近 (F あの:) (W (D シナ)|品川) 品川の(R 平岡)さんて:知ってる?
IC01：あー あー。
IC01：知ってる 知ってる。(中略)
IC02： (G まあ|ま)一番最初:に: (F あの) (R 平岡)さんてゆうのが(R けやき)にぴょっと(0.243)
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入ってきた時に(0.325)なんか酔っ払ってす%ごく(D ヘン) 偏屈: 偏屈なさ (X ＃＃)偏
屈って(0.247)ちょっと変わった(D ヘン)(0.338)(D イセ)いけ好かない(0.85)しゃべり方
を(D シ) (G まあ|ま)してたわけだよ。
例37. [C002_016]  飲食店で姉妹二人が夫のことについて話している。
IC02: うちの旦那さんは(0.29)認知症予防にコーヒーがいいって なんかテレビで見たのか:週
刊誌か知らないけど。
IC01:うーん。
IC01:うん うん。
IC02: もう それ以来 もう(0.524)一日三杯以上は飲むから ちょっとあんまり飲むのもよくな
いんじゃない? っつって。
IC01:そうだよね。
例36は同級生であり仲がよい友人の二人が理髪店で、お互いに知っている人のことを話し
ている。「へん」というマイナスの言葉がすでに出てきており、その人のしゃべり方がすご
く変わっているといった意味で、「ちょっと」を用いて他人へのマイナス評価をぼかしてい
る。例37は夫が毎日三杯以上のコーヒーを飲んでいることについて言っている。妻が夫に対
して注意をしている。意見の前に「ちょっと」をつけることで、強引にならないように聞こ
える。つまり、「ちょっと」を用い、自分の感情や意思表示を控えめに伝えている。これだ
け見ると、とがめにも見える発話である。しかし、「ちょっと」は「よくない」という評価
のことば、「～んじゃない」という断定を弱める表現を伴っていること、音声で聞くと「ち
ょっと」にプロミネンスがないことため、とがめと判断しなかった。
d　聞き手に何かを依頼する
例38.[C001_007]  実家で家族三人ごはんを食べながら雑談している。
IC03_玲子:なんかさ 牛乳飲み終わったらちょっと取っといてくれる。
IC03_玲子:パック。
IC05_由紀:うん。
IC05_由紀:(W ノ|お)父さん(U いつも)(0.762)洗って(0.692)(U あたし)。
IC03_玲子:洗って。
IC03_玲子:で:(0.895)(F あの)(0.248)何もひらかないで。
IC05_由紀:うん。
例39.[T004_005b]  自宅で妻が夫にお願いしているシーンである。
IC01_萌:え。
(中略)
IC03_佐久:でも(0.315)そう。
IC02_玲奈:うん。
IC01_萌:そう。
IC03_佐久:やりた(L かった)。
IC03_佐久:(L)
IC03_佐久: (W アリ|あれ)はちょっと悔しくて(0.139)何度もチャレンジして(1.589)(D マ)
(0.974)あのあたたたっ。
IC02_玲奈:すげえ。
例35.[K002_018]  飲食店で友人と食事している。
IC01_杉田: これちょっとあり得なくない?。@運ばれてきた料理にレタスの芯が丸々入っ
ていた
IC01_杉田:(L)
IC02_美鈴:(L)
IC03_はるか:(L)
IC04_三上:(L)
IC04_三上:そう。
IC04_三上:そうだね。
例34では、佐久は逆上がりができなかった悔しい思いを友人に話している。彼女の話しで
「何回もチャレンジする」「やりたい」の言葉が出ており、また、「すごい悔しかった」と言
ってあるため、ここでの「ちょっと」は「すごい」「とても」に相当し、程度が高い機能を
果たしていると言える。例35は飲食店で運ばれてきた料理にレタスの芯が丸々入っていたこ
とに対して、驚いた気持ちを言っている。客観的事実に対して自分の意外性を表す。「あり
えない」などの言葉が後ろにつき、「ちょっと」は程度が高いという機能が働いている。
c　話し手の気持ち·態度をソフトに述べる機能
例36.[T015_008a]　友人が理髪店で、第３者を話題にしている。
IC02：最近 (F あの:) (W (D シナ)|品川) 品川の(R 平岡)さんて:知ってる?
IC01：あー あー。
IC01：知ってる 知ってる。(中略)
IC02： (G まあ|ま)一番最初:に: (F あの) (R 平岡)さんてゆうのが(R けやき)にぴょっと(0.243)
談話場面における「ちょっと」の多機能性
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めに、「ちょっと」が使われている。つまり、「ちょっと」は相手の話を中断させ、自分のほ
うへ注意を向けさせる働きがあると言えよう。字面だけではとがめとも判断される可能性が
あるが、両例ともプロミネンスがなく、前後にとがめと関連する内容がないため、呼びかけ
と判断できる。
f　とがめ
例42.[T011_015] 自宅で家族4人がペットと遊んでいる。
IC02_パパ:あれ。
IC01_佐竹:ちょっとその無理な体勢やめてよ。
IC02_パパ:見えなくなっ(W (U シャ)|(U ちゃう))。
IC01_佐竹:危ないから。
例43.[T0011_014]  正月に親戚が集まり、大人たちが子供の成長などについて会話してい
る時に、子供たちが速いスピードで走り回っている。
IC01_佐竹:(F (W アニョー|あの)) 危ないですよ。
IC06_英子:来た。@子供たちが部屋に入ってくる
N50A_翔真:(L)
N50A_翔真:(L 隠れる:)。@[IC06]音源準拠
IC04_義父:ほら。
IC04_義父:来たぞ。
IC06_英子:でか。
IC01_佐竹:ちょっと:。
IC06_英子:(L)
IC04_義父:ほら。
IC04_義父:来たぞ。
例42は妻が片足をソファにのせている夫に対する発話である。体はもう柔らかくないため、
このような体位をとると骨折してしまう可能性がある。「ちょっと」を用いて夫の不用意な
行動を注意している様子が見える。例43は部屋で走り回っている子どもに対する発話である。
すでに「危ないですよ」と注意している佐竹は、それに耳を貸さずに走り回っている子ども
に対し、「続けるのなら本当に怒りますよ」という含意を込めて「ちょっと」は使用してい
る。
IC05_内田妻:(T ちょっと開けて)。
IC05_内田妻:(T お父さん)。
IC04_内田:え?。
IC04_内田:開かない?。
IC05_内田妻:(T うん)。
例38は玲子が母に対して空の牛乳パックを取っておくことを依頼している例である。「～
てくれる」のように聞き手にたずねる形式に「ちょっと」を入れて、相手に求める行為の口
調を和らげている。例39は妻が夫に飲み物を開けてほしいと依頼している場面である。親し
い関係では「ちょっと開けて」の後に「てほしい」「てくれる」などのような言葉が省略さ
れる。「ちょっと」をつけることによって、相手に求める行為が強引なものではなく、軽い
お願いであることがわかる口調となっている。
e　呼びかけ
例40.[T003_015]  家族三人が実家で、子どもが録音の機械を外した場面である。
IC01_由美:下げてるだけでしょ。
IC04_大和:嫌だ:。
IC01_由美:ほら。
IC04_大和:下げてると集中できない。
IC01_由美:ちょっと ほら。
IC02_パパ:(W ハーク|早く)して。
例41.[T016_004b]  家族5人で食卓を囲み会話している時に、息子が母を呼んでいる場面で
ある。
IC05:ちょっと:(0.439)お母さん。
IC04:熊本のトマトはおいしいんだよね:。
IC02:うーん。
IC02:甘い。
IC05:貝。
IC05:(F あの)さ:(0.257)お母さん 貝(0.327)(U 貝さ:)(0.421)海で拾ってきたの?。
例40は子どもが録音の機械を外して他のところへ行こうとしているとき、両親がとめて再
び下げる場面である。「ほら」「ちょっと」を用いることで、子どもの注意を喚起する働きが
ある。例41は息子が義母と会話している母に発話している。母の注意力を自分の方に引くた
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めに、「ちょっと」が使われている。つまり、「ちょっと」は相手の話を中断させ、自分のほ
うへ注意を向けさせる働きがあると言えよう。字面だけではとがめとも判断される可能性が
あるが、両例ともプロミネンスがなく、前後にとがめと関連する内容がないため、呼びかけ
と判断できる。
f　とがめ
例42.[T011_015] 自宅で家族4人がペットと遊んでいる。
IC02_パパ:あれ。
IC01_佐竹:ちょっとその無理な体勢やめてよ。
IC02_パパ:見えなくなっ(W (U シャ)|(U ちゃう))。
IC01_佐竹:危ないから。
例43.[T0011_014]  正月に親戚が集まり、大人たちが子供の成長などについて会話してい
る時に、子供たちが速いスピードで走り回っている。
IC01_佐竹:(F (W アニョー|あの)) 危ないですよ。
IC06_英子:来た。@子供たちが部屋に入ってくる
N50A_翔真:(L)
N50A_翔真:(L 隠れる:)。@[IC06]音源準拠
IC04_義父:ほら。
IC04_義父:来たぞ。
IC06_英子:でか。
IC01_佐竹:ちょっと:。
IC06_英子:(L)
IC04_義父:ほら。
IC04_義父:来たぞ。
例42は妻が片足をソファにのせている夫に対する発話である。体はもう柔らかくないため、
このような体位をとると骨折してしまう可能性がある。「ちょっと」を用いて夫の不用意な
行動を注意している様子が見える。例43は部屋で走り回っている子どもに対する発話である。
すでに「危ないですよ」と注意している佐竹は、それに耳を貸さずに走り回っている子ども
に対し、「続けるのなら本当に怒りますよ」という含意を込めて「ちょっと」は使用してい
る。
IC05_内田妻:(T ちょっと開けて)。
IC05_内田妻:(T お父さん)。
IC04_内田:え?。
IC04_内田:開かない?。
IC05_内田妻:(T うん)。
例38は玲子が母に対して空の牛乳パックを取っておくことを依頼している例である。「～
てくれる」のように聞き手にたずねる形式に「ちょっと」を入れて、相手に求める行為の口
調を和らげている。例39は妻が夫に飲み物を開けてほしいと依頼している場面である。親し
い関係では「ちょっと開けて」の後に「てほしい」「てくれる」などのような言葉が省略さ
れる。「ちょっと」をつけることによって、相手に求める行為が強引なものではなく、軽い
お願いであることがわかる口調となっている。
e　呼びかけ
例40.[T003_015]  家族三人が実家で、子どもが録音の機械を外した場面である。
IC01_由美:下げてるだけでしょ。
IC04_大和:嫌だ:。
IC01_由美:ほら。
IC04_大和:下げてると集中できない。
IC01_由美:ちょっと ほら。
IC02_パパ:(W ハーク|早く)して。
例41.[T016_004b]  家族5人で食卓を囲み会話している時に、息子が母を呼んでいる場面で
ある。
IC05:ちょっと:(0.439)お母さん。
IC04:熊本のトマトはおいしいんだよね:。
IC02:うーん。
IC02:甘い。
IC05:貝。
IC05:(F あの)さ:(0.257)お母さん 貝(0.327)(U 貝さ:)(0.421)海で拾ってきたの?。
例40は子どもが録音の機械を外して他のところへ行こうとしているとき、両親がとめて再
び下げる場面である。「ほら」「ちょっと」を用いることで、子どもの注意を喚起する働きが
ある。例41は息子が義母と会話している母に発話している。母の注意力を自分の方に引くた
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している。
IC01:多すぎるから:(0.33)お返ししま:すってゆって。
IC06:うん。
IC05:(W ホヤ|そりゃ)ほうだよ。
IC06:うん。
IC06:うーん。
IC05:じゃ(0.115)ちょっとぐらいだったら返金しないんだ。
IC06:なんとかね。
IC05:業者って。
IC01:え。
IC01:やっぱ ほら 返金はしませんよって。
例47.[T007_015]  車内で家族三人がお父さん（塚田）のことについて話している。
IC03_ゆづき:腰痛(W ン|に)ならないように。
IC02_野口:うん。
IC03_ゆづき:うん。
IC02_野口:あとバンテリン(0.255)サポーター?。
IC03_ゆづき:サポーターね。
IC01_塚田:うん。
IC02_野口:(L)
IC03_ゆづき:うん。
IC01_塚田:(U ほれ)だって サポーターあるのよ。
IC01_塚田:だから。
IC01_塚田:鍼灸院で 四千円も出して買ったやつが。
IC03_ゆづき:うん。
IC02_野口:あー。
IC03_ゆづき:うーん。
IC01_塚田:それずっとしてた(U の)。
IC03_ゆづき:うん。
IC01_塚田:だから(0.233)あれは?。
IC03_ゆづき:ちょっとしたとこでひねったんだな?。
IC01_塚田:そう。
例46は子どもの遠足料金を間違えて振り込んで、業者の人の対応について話している。返
g　間つなぎ
例44.[K003_003]  母が経営する店で母と店番をしながら、母の地元の友人について話す。
IC01_詩織:花火大会さ 結局:来ないの?。
IC02_母:そうです。
（中略）
IC02_母:夕食:(0.257)五時半からだから:。
IC02_母:うん。
IC02_母: それ:食べてから: 箱根:のその芦ノ湖のところまで(0.917)上がってきて花火を見る
ってゆうのは?(0.309)ちょっと(1.191)もうみんな(0.156)飲んだりするだろうから:難
しいかなってゆうことになったの。
例45.[T013_013]　(人のはっちゃけ方について話しているところ)
IC03_真由美: (F あの) はっちゃけ方を (W (D タ)|楽しい) みんなが楽しいはっちゃけ方にす
ればいんだよね。
IC02_田辺:そうだね。
IC01_溝口:そうだよな:。
IC03_真由美:ね。
IC04_内山:あー。
IC04_内山:確かに。
IC01_溝口:うん。
IC02_田辺: えー みたいなさ 周りが 周りがちょっとさ:(0.686)え え えー ってなるようなは
っちゃけ方はね。
IC03_真由美:うん。
IC03_真由美:ね:。
例44は地元の友人がなぜ花火大会に来ないかという質問に対して、母がその理由を想像し
て説明している。「ちょっと」の前後にはポーズがあり、発話全体にもさらなるポーズがあ
ることなどから、発話の切れ目の前後をつないで考えていることを示し、次のことばを算出
する時間を稼ぐ働きをしている。例45ははっちゃけ方について語っている。「ちょっとさ」
の前には「周りが 周りが」と繰り返しが起こっており、後には長いポーズが入っているた
め、その後にまだ話が続くことが示唆されている。
h　その他
例46.[K004_008]  家で友人3人が子どもの遠足料金を間違えて振り込んだことについて話
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IC01:多すぎるから:(0.33)お返ししま:すってゆって。
IC06:うん。
IC05:(W ホヤ|そりゃ)ほうだよ。
IC06:うん。
IC06:うーん。
IC05:じゃ(0.115)ちょっとぐらいだったら返金しないんだ。
IC06:なんとかね。
IC05:業者って。
IC01:え。
IC01:やっぱ ほら 返金はしませんよって。
例47.[T007_015]  車内で家族三人がお父さん（塚田）のことについて話している。
IC03_ゆづき:腰痛(W ン|に)ならないように。
IC02_野口:うん。
IC03_ゆづき:うん。
IC02_野口:あとバンテリン(0.255)サポーター?。
IC03_ゆづき:サポーターね。
IC01_塚田:うん。
IC02_野口:(L)
IC03_ゆづき:うん。
IC01_塚田:(U ほれ)だって サポーターあるのよ。
IC01_塚田:だから。
IC01_塚田:鍼灸院で 四千円も出して買ったやつが。
IC03_ゆづき:うん。
IC02_野口:あー。
IC03_ゆづき:うーん。
IC01_塚田:それずっとしてた(U の)。
IC03_ゆづき:うん。
IC01_塚田:だから(0.233)あれは?。
IC03_ゆづき:ちょっとしたとこでひねったんだな?。
IC01_塚田:そう。
例46は子どもの遠足料金を間違えて振り込んで、業者の人の対応について話している。返
g　間つなぎ
例44.[K003_003]  母が経営する店で母と店番をしながら、母の地元の友人について話す。
IC01_詩織:花火大会さ 結局:来ないの?。
IC02_母:そうです。
（中略）
IC02_母:夕食:(0.257)五時半からだから:。
IC02_母:うん。
IC02_母: それ:食べてから: 箱根:のその芦ノ湖のところまで(0.917)上がってきて花火を見る
ってゆうのは?(0.309)ちょっと(1.191)もうみんな(0.156)飲んだりするだろうから:難
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例44は地元の友人がなぜ花火大会に来ないかという質問に対して、母がその理由を想像し
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h　その他
例46.[K004_008]  家で友人3人が子どもの遠足料金を間違えて振り込んだことについて話
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しないニュアンスを表している。これも3節で説明した分類にはないものである。分類表に
「自分の行為や能力を控えめに言う」機能を入れることが考えられる。
以上、話者間の関係場面ごとに現れる「ちょっと」を先に作成した分類に当てはめて機能
別を表にまとめると、以下のようになる。
表1を見ると、全体の傾向として次のようなことが言える。
⑴  全ての関係場面において、話し手の気持ち·態度を述べる機能cが多数を占めている。続
いて間つなぎの機能gが多い。
⑵  数量の少なさを表すa、程度の低さを表すb1といった基本機能はそれぞれ34件と162件
を占めて、計196件である。それに対して、程度の高さや呼びかけを表すｂ２からｈな
どの派生した機能は計1,102件である。派生した機能の件数は基本機能の約5.6倍である。
⑶  とがめの機能fの出現数はわずか2件である。
⑷ 分類しにくかった例が35件ある。
  
以上の表の結果から見てきたように、雑談においては、「ちょっと」の基本的な機能であ
る程度や数の高さの使用が少なく、それから派生した自分の気持ちや態度を表す用法や馬緤
などの使用頻度が高いことがわかる。また、「ちょっと」は程度の低さのみならず状況によ
っては高さも表すことができ、この雑談データの中でも低さの意味の半数以下ではあるもの
の、かなりの数が確認された。分析に際して、「ちょっとさ」のような感情的な言葉が出て
きた。次の言葉を発するまで話し手が何秒か止まっているため、本稿ではg間つなぎの機能
に分類した。しかし、「さ」は相手の注意を喚起する働きを持っているゆえ、e呼びかけの機
能にも分類できると考えた。また、cに分類された例文の中では、自分の意思表示や他人へ
の評価などの状況があるので、cの細かい分類が必要だと考えられる。また、3節の分類方法
表1．各関係場面における「ちょっと」の出現数(件)
機能
関係場面
a b c d e f g h ？ 計
b1 b2
サービス場面関係 0 0 0 21 0 0 0 0 0 1 22
家族関係 20 90 33 317 14 39 2 103 4 22 644
先生－生徒関係 4 2 0 33 0 1 0 11 1 0 52
同僚関係 0 6 0 20 1 2 0 10 0 0 39
友人/知人関係 10 64 37 326 8 28 0 96 19 12 600
計 34 162 70 717 23 70 2 220 24 35 1357
金するかどうかの話題で、お金の数量に対して「ちょっとぐらい」を分量が少ない様子を表
している。ここの「ちょっと」はアクセントも変わり、固定した用語として使われている。
例47は娘がお父さんが腰痛していることについて話している。腰が弱いからたとえどんなに
小さいことでもひねるというのを、「ちょっとした」で表現している。これも慣用語として
用いられている。ここの「ちょっと」はアクセントも違い、「小さい」「少し」と言った程度
副詞の働きがあると言えよう。
「？」分類が難しいもの
例48.[T016_004a]　家族5人で食卓を囲み会話し、食事の味付けについて。
IC02:ちょっとこれ食べる?。
IC03:(U うん(D ア))。
IC02:おいしいよ。
IC02:(F あの) バター醤油(0.371)みたい。
IC03:(W (D バ)|バター)。
IC03:いや。
IC03:俺 バター醤油あんま好きじゃない。
IC02:ちょっと食べなよ。
IC02:おいしいから。
例49.[T002_020]　公園で友人3人がお茶を点てながら会話する。
IC03_永井:じゃっ ちょっとこっちのお湯でやってみますか?。
IC01_直也:はい。
IC03_永井:ぬるかったですか?。
IC02_みっちー:うん。
IC01_直也:うん。
IC01_直也:かなりぬるい感じだった。
例48は母から子供に対する発話で、子供に何か食べ物をすすめている。2例があり「ちょ
っとこれ食べる？」の勧誘の後に渋っている子どもに「ちょっと食べなよ」と強く勧誘して
いる（命令形）。「ちょっと」がなければ母の発言は強引なものになる。3節で説明した話し
手の気持ち・態度のcに近いが、マイナスのイメージがないため、cに入れられない。分類法
にない例が出てきていますが、新たな分類を考える時間的余裕はないので、3の分類表に「勧
誘」や「提案」を入れることが考えられる。例49は点てたお茶がぬるいということに対して
れを打開する提案をしている。「ちょっと」を入れることで、自分の行為・行動が大げさに
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::非語彙的な母音の引き伸ばし。
@:転記単位に対するコメント。
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177、和泉書院
に入れられない「ちょっと」がある。したがって、3節で提示した分類方法の再検討が課題
として浮かび上がっている。
6.　まとめと今後の課題
本研究では、先行研究の考察や畠の概念を改良して、自分の分類方法を作った。そしてそ
れに基づいて、日本語日常会話コーパスモニター公開版の会話データを用いて、「ちょっと」
の分析を行なった。その結果、以下のことが明らかになった。
⑴ 親しい「家族関係」や「友人/知人」関係でも「ちょっと」が多用される。
⑵ 数量の少なさと程度の低さを表す機能の出現頻度は少なく、呼びかけや間つなぎなどの
派生した機能の使用率が高い。
⑶ 話し手の気持ち·態度をソフトに述べる機能の出現頻度が最も多く、続いて間つなぎの
機能の出現頻度も多い。
⑷ 間つなぎgは主に「なんか」「さ」のような言葉とつながる。呼びかけeの機能は主に「ち
ょっとすみません」「ちょっと」のような形で出現する。
⑸ データに出てきた、自分の行為を表現するときの「ちょっと」、相手に何かを勧めると
きの「ちょっと」、何かを提案するときの「ちょっと」などは今回の分類方法に入って
いなかった。さらに再整理をして分類を包括的にする必要がある。
今回は親しい関係での会話に焦点を当てて分析したが、ほかの関係や異なる視点から見れ
ば結果が異なる可能性もある。今回入れられなかったデータを使って分析を進めるつもりで
ある。その際、今回の分類方法には入れられなかった「ちょっと」の使われ方を入れて分類
の再構築を行い、包括的な研究をめざす。
注（国立国語研究所による転記に用いるタグの説明）
D:語の言い差し。
F:「あの」「その」類が連体詞ではなくフィラーとして用いられる場合。
G:可読性が低い口語表現。
L:笑いが生じている箇所,あるいは単独の笑い。
R:個人情報などに関わる仮名・伏字処理を行った箇所。
T:小さい声で発話している箇所。
U:聞き取りや語の判断に自信がない箇所。
W:言い誤り・発音の怠け等の一時的な発音エラー。
X:語が不明な箇所。
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